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‭Abstract‬

‭The purpose of this study is revealing that changes in the number of combinations of four‬
‭numbers that can be used to “n” that is a nonnegative integer. The research using the program‬
‭shows that “n” can be used by all combinations of four numbers when “n” equals 2,3,4,10.‬
‭Also we calculate the correlation coefficient between “n” and the number of combinations ,and this‬
‭deta becomes -0.77.There is a negative correlation between “n” and the number of combinations.‬

‭要約‬

‭私達は4つの数字から四則演算を用いて10を作る遊びであるMake10において、非負整数nを作成し‬
‭て、nの作成に用いることが可能な4つの数字の組み合わせの数の推移を調べることにした。プログラム‬
‭を用いて全ての組み合わせを調べると、n=2,3,4,10のとき、全ての組み合わせでnが作成可能であるこ‬
‭とがわかった。また、nと組み合わせの数との相関係数を求めたところ、その値は-0.77となりnと組み合‬
‭わせの数との間には負の相関が見られた。じ‬

‭1.‬ ‭はじめに‬

‭ナンバープレートの数字から四則演算を用いて10を作る遊びをした人は多いであろう。これに似た‬
‭ルールの遊びにMake10というものがある。Make10とは、4桁の数字を一桁の数字4つとみなし、これに‬
‭四則演算などを用いて10を作る遊びである。この遊びをしている際に、10以外の数字を作る場合には‬
‭その数字を作るのことができる4桁の数字が何通りあるのか疑問に思ったため、これを研究テーマとす‬
‭るに至った。この研究をすることで、Make10を拡張した新たな遊びが生まれることを期待して、研究を‬
‭始めた。‬

‭2.‬ ‭研究手法‬

‭≪実験１≫‬
‭①Webサイトを参考に、入力した4桁の数字が四則演算を用いて、ある非負整数ｎを作れるかしらべ‬
‭るプログラムを作成した。‬
‭②①で作成したプログラムを用いて、ｎが1〜10のとき、ｎを作ることのできる４桁の数字の組み合わせ‬
‭をしらみ潰しに調べた。‬

‭注：上の画像は実験初期に使用したプログラムである。‬
‭≪実験２≫‬



‭Webサイトを使ってｎが0〜36のとき、ｎを作ることのできる4桁の数字の組み合わせをしらみ潰しに調‬
‭べた。‬

‭注：上の画像は実験２で用いたWebサイトである。‬

‭3.‬ ‭結果‬

‭≪実験１≫‬
‭2,3,4,10をすべての組み合わせで作ることができることを‬

‭確認した。‬
‭≪実験２≫‬

‭n=0〜36までを調べたが、目立った特徴はなかった。‬

‭4.‬ ‭考察‬

‭調べたデータを用いて、折れ線グラフ、散布図を作成した。散布図から相関係数を求めたところ、そ‬
‭の値は-0.77となり、負の相関があることから、nを増加させていけば、nを作る組み合わせの総数は減‬
‭少していくのではないかと考えられる。‬

‭5.‬ ‭結論‬

‭限られた時間内ではnとnを作る組み合わせの総数との関係性を示すことは難しかった。相関係数を‬
‭調べた結果、nを増やせばnを作る事のできる組み合わせの総数が減少する傾向があると分かった。‬
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